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第３部 台東区学校教育情報化推進計画  
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Ⅰ 台東区における教育情報化の経過と現状 

１ ＩＣＴ環境の整備状況 

本区では、平成１３年度に全小・中学校のパソコン室を整備して以降、電子黒板、実物投影機の整備を進めて

きました。また、平成２５年３月策定の「台東区学校教育ビジョン」において、「ＩＣＴ教育環境の充実」等を施策とし

て掲げ、平成２６年度以降、教員が授業等において使用するためのタブレット型パソコンや指導者用（教員用）デ

ジタル教科書等の導入を進めてきました。さらに、令和元年１０月策定の「台東区学校教育ビジョン」において、

「時代の変化に対応したＩＣＴ教育環境の充実」等を施策に掲げ、本区におけるＩＣＴ教育環境の更なる充実に向

けて取り組んできました。 

そして、令和元年１２月に国の「ＧＩＧＡスクール構想」が示されてからは、令和３年３月までに学習者用端末の１

人１台整備、高速大容量の校内通信ネットワークの整備及び充電保管庫の設置を行うとともに、学習支援ソフト

やドリル教材を導入し１人１台端末を活用できる環境を整えました。さらに、既存回線の容量が逼迫していたため、

令和７年度には１０Ｇｂｐｓへ回線を増強し、快適な学習環境の確保を行いました。 

校務においては、統合型校務支援システム等の運用は継続し、加えて出退勤管理システムや自動採点システ

ム（中学校のみ）を導入したことで、校務の情報化を進めることができました。 

 

【資料１】ＩＣＴ環境の整備状況       

  台台東東区区  東東京京都都平平均均値値  全全国国平平均均値値  

無線ＬＡＮまたは移動通信システム（ＬＴＥ等）  

によりインターネット接続を行う普通教室の割合 
１００％ ９９．８％ ９９．３％ 

インターネット接続状況  

（ベストエフォート型のうち接続回線速度１Ｇｂｐｓ以上）  
１００％ ９４．６％ ８２．４％ 

普通教室の大型提示装置整備率 １００％ ９２．１％ ９１．０％ 

統合型校務支援システム整備率 １００％ １００％ ９４．８％ 

文部科学省 令和６年度「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」より 

 

２ 教員のＩＣＴ活用指導力の状況 

教員のＩＣＴ活用指導力については、文部科学省が毎年実施している「学校における教育の情報化の実態等

に関する調査」における授業でのＩＣＴ活用指導力の自己評価によると、８割以上の教員が肯定的な評価をして

います。 

しかし、全ての項目において肯定的な回答が全国平均を上回ってはいるものの、４項目中３項目は東京都の

平均を下回っています。 
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本計画期間においては、教員の「授業にＩＣＴを活用して指導する能力」及び「児童生徒のＩＣＴ活用を指導する

能力」を中心に教育委員会が支援し肯定的な評価を底上げする必要があります。 

 

【資料２】ＩＣＴ活用指導力の状況            ※「できる」又は「ややできる」と回答した割合 

  台台東東区区  東東京京都都平平均均値値  全全国国平平均均値値  

教材研究・指導の準備・評価・校務など 

にＩＣＴを活用する能力 
９１．１％ ９１．６％ ９０．７％ 

授業にＩＣＴを活用して指導する能力 ８２．９％ ８４．４％ ８２．２％ 

児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 ８４．２％ ８４．９％ ８３．１％ 

情報活用の基盤となる知識や態度に 

ついて指導する能力 
９１．０％ ９０．６％ ８９．２％ 

文部科学省 令和６年度「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」より 

 

３ 児童・生徒のＩＣＴ活用力の状況 

区立小中学校においては、様々な授業や活動でタブレット端末等を活用しており、児童・生徒が「個別最適な

学び」と「協働的な学び」を実現できるよう取り組んでいます。 

小学校第４・５学年及び中学校第１・２学年を対象に実施している台東区総合学力調査における昨年度の学習

の中でＩＣＴ機器を活用することの評価によると、「自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。」

「分からないことがあったときに、すぐ調べることができる。」「友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる。」

「友達と協力しながら学習を進めることができる。」の項目で７割以上の児童・生徒が肯定的な評価をしています。 

  

  

Ⅱ 基本方針 

本計画では、「台東区学校教育ビジョン」の施策目標及び文部科学省が令和６年４月に示した「教育ＤＸに係る

当面のＫＰＩ」並びに令和６年９月に実施した「校務ＤＸチェックリスト」における回答結果に基づき、基本方針を次の

とおり定めます。 

  

 基本方針１ ＩＣＴを活用した児童・生徒の資質・能力の育成  

 基本方針２ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上  

 基本方針３ ＩＣＴを活用するための環境の整備  

 基本方針４ ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善  
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Ⅲ 行動計画 

 

事業の見かた 

・アクションプラン（令和５年度～令和７年度）に掲載されていない事業を「新規」ＮＥＷとしています。 
・アクションプランの施策目標ごとに、重点的・中心として取り組む事業を「重点」★としています。 
・台東区学校教育情報化推進計画に関連する事業は、「情報」ℹ としています。 

 

 

 

 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール[指導課]ＮＥＷ ★ ℹ 
台東区における「令和の日本型学校教育」の構築に向けて、区立学校２校を研究モデル校に指定し、これか

らの時代を見据えた先行実践に取り組みます。先行実践の成果と課題を基に、今後の学校教育と教育環境の

方針を定め、区内全ての学校における「令和の日本型学校教育」の実現を推進していきます。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

研研究究モモデデルル校校 

  

新新ししいい時時代代のの学学校校創創りりのの展展開開  

２校 

 

－ 

－ 

 

実施 

 

 

 

 

 

 

≪１５≫児童・生徒の学力向上と授業改善[指導課] ★ ℹ  

再掲：基本方針１－施策１－≪１５≫ 122 ページ 
 

  

≪アクションプランの通し番号≫事業名［主な担当課］ 
「新規」…NEW  

「重点」…★ 

「情報」… ℹ 

再掲の場合、 
掲載元を記載 

事業説明 

新規取組など、 
実績がない場合は「－」 
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基本方針１ ＩＣＴを活用した児童・生徒の資質・能力の育成 

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の時代において、新たな社会を牽引する能力、特に学習の基盤となる情報活用能力の育成が不

可欠であり、ＩＣＴの特性を最大限に生かし、多様な情報や時間・空間の制約を超えることで、全ての子供たちの可

能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」を実現するこ

とが求められています。 

また、不登校、障害、病気療養、日本語指導が必要な児童生徒へのきめ細かな支援や、高度な学びの機会提供

にもＩＣＴを最大限活用することが必要です。 

さらに、児童・生徒が自他の権利を尊重し、情報を正しく安全に利用できるよう、情報モラルを含めた指導や、健

康面への配慮も重要です。 

そのために、教員がＩＣＴを使う授業から、子供たちがクラウド環境において、それぞれの発達段階に応じて情報

及び情報技術を日常的に活用しながら、自ら問題を発見・解決したり、多様な他者と協働したりしながら、自ら課題

を解決していく授業への転換を推進します。 

 

指標 

指指標標名名  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  出出典典  

(１) 発達段階に応じた情報活用能力の育成 

 ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使っ

て情報を整理する（図、表、グラフ、思

考ツールなどを使ってまとめる）ことが

できる児童・生徒の割合 

小学校 ７１．７％ 

中学校 ６１．６％ 

小学校 ９０．０％ 

中学校 ８０．０％ 

全国学力・学習状況

調査 

児童・生徒質問 

 ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使っ

て学校のプレゼンテーション（発表の

スライド）を作成することができる児

童・生徒の割合 

小学校 ７９．１％ 

中学校 ７７．４％ 

小学校 ９０．０％ 

中学校 ９０．０％ 

全国学力・学習状況

調査 

児童・生徒質問 

(２) ＩＣＴの特性を生かした多様な学びの実現 

 特別な支援を要する児童生徒等に対

する学習活動等の支援でＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を週３回以上活用

した割合 

小学校 ３６．８％ 

中学校 ２８．６％ 

小学校 ５０．０％ 

中学校 ５０．０％ 

全国学力・学習状況

調査 

学校質問 

 

施策 

(１) 発達段階に応じた情報活用能力の育成 

(２) ＩＣＴの特性を生かした多様な学びの実現 
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１－（１） 発達段階に応じた情報活用能力の育成 

義務教育９年間の学びと、それぞれの発達段階に応じて情報及び情報技術を活用して、自ら問題を発見・解決

したり、自分の考えを形成したりできる情報活用能力を育成します。 

子供たちが情報社会での行動に責任をもつとともに、自律的に行動し、情報を正しく安全に利活用しながら情報

社会に参画する態度を身に付けさせます。 

≪１５≫児童・生徒の学力向上と授業改善[指導課] ★ ℹ 
文部科学省・東京都・区の学力等に関する調査の結果等を基に、区立小中学校の児童・生徒の学習状況を

把握・分析し、子供の実態にあった効果的な授業のための改善を行います。その際、各校に配置された学力

向上推進ティーチャーを活用し、個別指導、少人数指導やティーム・ティーチングを実現し、学力向上を図りま

す。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

学学力力向向上上推推進進テティィーーチチャャーー 

のの配配置置 

  

授授業業のの検検証証・・改改善善 

実施 

 

 

実施 

実施 

 

 

実施 

≪１９≫言語活動を取り入れた授業の充実[指導課]  ℹ 
区立小中学校で言語活動を充実させた授業を実施することにより、児童・生徒の深い学びを実現します。

授業改善の手だての一つとして言語活動を取り入れた授業を行います。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

言言語語活活動動をを取取りり入入れれたた授授業業 全小中学校 全小中学校 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール[指導課]ＮＥＷ ★ ℹ 
台東区における「令和の日本型学校教育」の構築に向けて、区立学校２校を研究モデル校に指定し、これか

らの時代を見据えた先行実践に取り組みます。先行実践の成果と課題を基に、今後の学校教育と教育環境の

方針を定め、区内全ての学校における「令和の日本型学校教育」の実現を推進していきます。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

研研究究モモデデルル校校 

  

新新ししいい時時代代のの学学校校創創りりのの展展開開 

２校 

 

－ 

－ 

 

実施 

 

  

− 122 −



123 

 

≪４２≫情報モラル教育の推進[指導課]  ℹ 
区立小中学校の児童・生徒が、情報社会での行動に責任をもち、情報を見極めるとともに正しく安全に利

用する判断力を全教育活動を通じて身に付けさせます。また、教員や保護者が意識を高め、児童・生徒がコン

ピュータなどの情報機器、スマートフォンを適切に使用することができるように、家庭や地域との連携を図りま

す。さらに、情報活用能力テストを実施することで、児童・生徒が自己のスキルを確認し、成長を実感できる機

会を提供します。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

情情報報モモララルル教教育育 全小中学校 全小中学校 

 

１－（２） ＩＣＴの特性を生かした多様な学びの実現 

ＩＣＴの特性を最大限活用し、「個に応じた指導」の充実を図るとともに、不登校や病気療養等により特別な支援

が必要な子供たちに対しての学習機会の確保に向けた取組を推進します。 

 

≪４１≫ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ教育の推進[庶務課、指導課]  ℹ 
児童・生徒１人１台端末等のＩＣＴ機器やデジタル教科書・教材を活用した授業を実施することで、児童・生徒

の授業に対する関心や意欲、理解度を高め、情報活用能力の育成を図るとともに、情報社会で適正な活動を

行うための基になる考え方と態度を身に付けさせるため、情報モラル教育を行います。また、そのために必要

なＩＣＴ教育環境を整備します。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

ＩＩＣＣＴＴ機機器器、、デデジジタタルル教教科科書書・・教教材材

をを活活用用ししたた授授業業 

  

ＩＩＣＣＴＴ教教育育環環境境のの整整備備 

実施 

 

 

実施 

推進 

 

 

推進 

≪１５≫児童・生徒の学力向上と授業改善（再掲）[指導課] ★ ℹ 
再掲：基本方針１－施策１－≪１５≫ 122 ページ 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール（再掲）[指導課]ＮＥＷ ★ ℹ 
再掲：基本方針１－施策１－≪２２≫ 122 ページ 
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基本方針２ 教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

ＩＣＴを活用して学習指導要領を着実に実施し、学校教育の質の向上につなげるため、各学校におけるカリキュラ

ム・マネジメントを充実させつつ、全ての教師が「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に生かして

いくことが求められています。 

また、ＩＣＴ支援員の配置を充実させ、組織的な支援体制を築く必要があります。 

そのために、管理職の意識改革や教育の情報化を推進するリーダーの育成等に関する研修を実施し、全ての教

員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るとともに、委託業者と連携してＩＣＴ支援員の確保・育成に取り組み、学校支援

の充実を図ります。 

 

指標 

指指標標名名  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  出出典典  

(１) 教職員研修の充実 

 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能

力 あまりできない・ほとんどできないと

回答した教員の割合 

１５．７％ １０．０％未満 

学校における教育の 

情報化の実態等に 

関する調査 

(２) ＩＣＴ活用事例の共有化 

 学習系ポータルサイトのＩＣＴ活用事例

等の新規掲載数 
５４件 ５２件 

学習系 

ポータルサイト 

(３) 外部人材を活用した学校支援の充実 

 ＩＣＴ支援員の月平均支援（授業支

援・研修・提案）件数 
２，０８０件 ３，１２０件 ＩＣＴ支援員業務報告 

 

施策 

(１) 教職員研修の充実 

(２) ＩＣＴ活用事例の共有化 

(３) 外部人材を活用した学校支援の充実 

 

 

 

 

 

 

  

− 124 −



125 

 

２－（１） 教職員研修の充実 

学校訪問等の実施により、学校別の課題解決への支援を行うとともに、管理職の情報化推進に対するマネジメ

ント力の向上、情報化推進リーダーの育成等、校内の役割に応じた研修の充実を図ります。 

≪１２５≫教職員の資質・能力の向上[指導課]  ℹ 
区立幼稚園・石浜橋場こども園・小学校・中学校の教職員を対象に、教育課題や教科領域、担当職域、服

務事故防止等について教育委員会や校（園）内、各施設等で研修を行い、教職員の資質向上や教育活動の

充実を図ります。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

各各校校園園ににおおけけるるＯＯＪＪＴＴ 

  

指指導導主主事事のの学学校校園園訪訪問問  

にによよるる指指導導・・支支援援 

  

先先進進地地域域・・校校視視察察 

  

特特別別支支援援教教育育研研修修 

  

普普通通救救命命講講習習のの受受講講 

実施 

 

実施 

 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

実施 

 

実施 

 

 

実施 

 

実施 

 

実施 

≪１２６≫学校教育の情報化推進における教員育成[指導課]  ℹ 
学校におけるＤＸ推進や情報セキュリティ意識啓発を目的とした研修・研究の機会を確保します。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

ＤＤＸＸ研研修修 

  

教教職職員員情情報報セセキキュュリリテティィ研研修修 

－ 

 

１回 

５回 

 

１回 
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２－（２） ＩＣＴ活用事例の共有化 

ＩＣＴを活用した特色ある取組や授業実践の好事例を収集し、教育に関する情報に一元的にアクセスできる学習

系ポータルサイトに掲載し、情報の共有化を図ります。 

≪１３９≫クラウド環境を活用した校務ＤＸの推進[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
教職員の働き方改革と教育の質向上を図るため、学校において校務ＤＸを推進します。汎用クラウドサービ

スを活用することで、業務の効率化を図り、教職員の時間的余裕を創出します。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

汎汎用用ククララウウドドササーービビススのの活活用用 推進 推進 

≪１２６≫学校教育の情報化推進における教員育成（再掲）[指導課]  ℹ 
再掲：基本方針２－施策１－≪１２６≫ 125 ページ 

 

 

 

２－（３） 外部人材を活用した学校支援の充実 

全ての教員のＩＣＴ活用指導力の向上に向けて、ＩＣＴ支援員による学校支援の拡充及び配置等の充実を図りま

す。 

≪４１≫ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ教育の推進（再掲）[庶務課、指導課]  ℹ 
再掲：基本方針１－施策２－≪４１≫ 123 ページ 

 

  

− 126 −



127 

 

基本方針３ ＩＣＴを活用するための環境の整備 

家庭の経済状況、障害の有無等にかかわらず、全ての児童・生徒がＩＣＴの恩恵を享受できる「当たり前」で「日

常的」な教育環境を整備することが求められています。ＧＩＧＡスクール構想で整備された高速ネットワーク環境に

ついて、通信速度のボトルネック解消や、大型提示装置などの教室環境の高度化に取り組みます。 

また、児童・生徒の個人情報の適正な取扱いと情報セキュリティの確保を図り、安全にＩＣＴを活用できる基盤を

作ることが不可欠です。 

そのために、教員が使用する校務用端末と学習用端末の一台化による教育データの連携を図るとともに、学習

や校務の様々な教育データを可視化することにより、指導や支援が必要な児童・生徒の早期発見や、児童・生徒の

特性・能力に応じた学習支援など指導の改善を図ります。 

さらに、教職員への「台東区立学校教育情報セキュリティポリシー」の周知徹底を図ります。 

 

指標 

指指標標名名  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  出出典典  

(１) ＩＣＴ及びネットワークの環境整備 

 教員の校務用端末と学習用端末の

一台化 
未整備 １００％ ― 

(２) 教育ＤＸの推進 

 校務における生成ＡＩ活用状況  

半分以上の教職員が活用している

学校の割合 

０．０％ １００％ 
校務ＤＸ 

チェックリスト 

(３) 情報セキュリティの確保 

 情報活用の基盤となる知識や態度に

ついて指導する能力 あまりできな

い・ほとんどできないと回答した教員

の割合 

９．０％ ５．０％未満 

学校における教育の 

情報化の実態等に 

関する調査 

 

施策 

(１) ＩＣＴ及びネットワークの環境整備 

(２) 教育ＤＸの推進 

(３) 情報セキュリティの確保 
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３－（１） ＩＣＴ及びネットワークの環境整備 

都内で共通化された統合型校務支援システムを導入するとともに、汎用クラウドサービスを効果的に活用した学

習支援、情報セキュリティ、データ活用、校務改善等のための環境整備を図ります。あわせて、端末更新やクラウド

化等における環境構築、運用保守等の在り方について検証し、必要な改善を図ります。 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール（再掲）[指導課]ＮＥＷ ★ ℹ 
再掲：基本方針１－施策１－≪２２≫ 122 ページ 

≪４１≫ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ教育の推進（再掲）[庶務課、指導課]  ℹ 
再掲：基本方針１－施策２－≪４１≫ 123 ページ 

 

 

 

３－（２） 教育ＤＸの推進 

児童・生徒の主体的な学びや教員の授業づくりに活用できるデジタル教科書やＡＩ型ドリル教材、学習支援ソフト

等の整備を促進するとともに、メタバース、対話型生成ＡＩ等先端技術による多様な学び、校務の効率化を推進し

ます。 

また、教育に関する情報に一元的にアクセスできる学習系ポータルサイトの利用促進を図ります。 

≪１３８≫学校における生成ＡＩの活用[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
学校における教職員の校務効率化と児童・生徒の学習活動支援を目的に、「台東区立学校における生成Ａ

Ｉの利活用に関するガイドライン」に基づき、生成ＡＩの適切な利活用を推進します。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

生生成成ＡＡＩＩのの活活用用 推進 推進 

≪１３９≫クラウド環境を活用した校務ＤＸの推進（再掲）[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
再掲：基本方針２－施策２－≪１３９≫ 126 ページ 
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３－（３） 情報セキュリティの確保 

安心・安全なクラウド環境を担保するために、セキュリティに係る教職員研修等により「台東区立学校教育情報セ

キュリティポリシー」の周知徹底を図るとともに、クラウドサービスの活用推進及び適切な運用に向けて、必要に応

じて運用管理基準の見直しを図ります。 

≪１２５≫教職員の資質・能力の向上[指導課]  ℹ 
再掲：基本方針２－施策１－≪１２５≫ 125 ページ 

≪１２６≫学校教育の情報化推進における教員育成[指導課]  ℹ 
再掲：基本方針２－施策１－≪１２６≫ 125 ページ 
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基本方針４ ＩＣＴ推進体制の整備と校務の改善 

教師の長時間勤務を解消し、学校の働き方改革を実現するため、ＩＣＴを活用した校務の効率化が重要な役割

を果たします。教育委員会と学校のそれぞれがＩＣＴ教育推進のための必要な組織と体制を整備し、特定の教師に

負担が過度に集中しないよう、組織的な対応や改善を図る必要があります。 

そのために、教育委員会や管理職が責任をもって教職員を支援する体制を構築し、従来アナログに最適化され

ていた校務をデジタル化し、校務の効率化や教育データの利活用に取り組むため、クラウド活用による次世代の校

務ＤＸを推進します。 

 

指標 

指指標標名名 令令和和７７年年度度  現現況況 令令和和１１００年年度度  目目標標  出出典典 

(１) 組織的なＩＣＴ推進体制の構築 

 組織的な校内推進体制を確立してい

る学校の割合 
８４．６％ １００％ 区独自調査 

(２) ＩＣＴを活用した働き方改革 

 教材研究・指導の準備・評価・校務な

どにＩＣＴを活用する能力 あまりでき

ない・ほとんどできないと回答した教員

の割合 

８．９％ ５．０％未満 

学校における教育の 

情報化の実態等 

に関する調査 

 

学校におけるクラウドサービス活用

状況 教職員同士のやり取りに係る

項目の平均得点（３０点満点） 

１０．４点 ２０．０点以上 
校務ＤＸ 

チェックリスト 

 

施策 

(１) 組織的なＩＣＴ推進体制の構築 

(２) ＩＣＴを活用した働き方改革 
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４－（１） 組織的なＩＣＴ推進体制の構築 

学校におけるＩＣＴ活用等について協議するＴＡＩＴＯフューチャースクール推進委員会（案）を定期的に開催し、

取組の推進を図るとともに、管理職、リーダーとなる教員から組織的に学校全体のＩＣＴ活用を促進するため、積極

的な情報発信及び教員への確実な端末整備を行います。 

 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール[指導課]（再掲）ＮＥＷ ★ ℹ 
再掲：基本方針１－施策１－≪２２≫ 122 ページ 

≪１２６≫学校教育の情報化推進における教員育成（再掲）[指導課]  ℹ 
再掲：基本方針２－施策１－≪１２６≫ 125 ページ 

≪１３９≫クラウド環境を活用した校務ＤＸの推進（再掲）[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
再掲：基本方針２－施策２－≪１３９≫ 126 ページ 
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４－（２） ＩＣＴを活用した働き方改革 

校務用端末と学習用端末の一台化による教育データの連携、クラウドの日常的な活用を推進し、保護者との連

絡、教職員の情報共有、テスト採点のデジタル化、会議等のハイブリッド開催等により、業務の改善を図ります。 

≪１３７≫教員の働き方改革の推進[指導課] ★ ℹ 
学校教育の質の向上のために、教員が教員でなければできないことに集中できるように「学校・教師が担う

業務に係る３分類」の徹底を図るとともに、管理職研修等を通じたマネジメント能力の向上を図ります。 

また、教員の勤務時間の上限に関する方針を定め、教員を取り巻く環境整備に向けて、教員業務支援員や

副校長補佐、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど、多様な支援スタッフの配置拡充及び効

果的な活用の促進、ＩＣＴ活用による業務効率化の促進等に取り組みます。 

取取組組  令令和和７７年年度度  現現況況  令令和和１１００年年度度  目目標標  

ススククーールル・・ササポポーートト  

・・ススタタッッフフのの配配置置 

  

エエデデュュケケーーシショョンン  

・・アアシシススタタンントトのの配配置置 

  

副副校校長長補補佐佐のの配配置置 

  

部部活活動動指指導導員員のの活活用用 

実施 

 

 

実施 

 

 

実施 

 

推進 

実施 

 

 

実施 

 

 

実施 

 

推進 

≪２２≫ＴＡＩＴＯフューチャースクール（再掲）[指導課]ＮＥＷ ★ ℹ 
再掲：基本方針１－施策１－≪２２≫ 122 ページ 

≪１３８≫学校における生成ＡＩの活用（再掲）[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
再掲：基本方針３－施策２－≪１３８≫ 128 ページ 

≪１３９≫クラウド環境を活用した校務ＤＸの推進（再掲）[指導課]ＮＥＷ  ℹ 
再掲：基本方針２－施策２－≪１３９≫ 126 ページ 
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